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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本研究は、観光経済・経営学および都市史的な観点から、日本の博覧会の全体構造をテキストマイ
ニング、経済効果分析等を用いて分析し、これまでほとんど指摘されてこなかったが、博覧会の概念
の変革において、日本独特の「復興博覧会（観光館）」、数的に多数を占める「地方博（自治体博、ジ
ャパンエキスポ）」、２１世紀的概念としての「アート博」等が重要性をもっていることを指摘し、博
覧会がそのような変遷を経て地域再生の主要な手法としての座を確立したこと、また地域再生への意
義について論じたものである。 
 【１】データ： そもそも博覧会とは、東京、京都等の「勧業博」から始まったように、製品・技
術を公開する場として始まったものである。しかし今日はむしろ地域再生、観光等の役割が主流とな
っている。その間にどのような概念の変革があったのかについて、筆者は、各種資料から作成したデ
ータベースにあらわれる主要博覧会１８６件についてさらに詳細な分析を行った。本研究における歴
史的考察には、過去の博覧会資料等が最も重要である。筆者は、本研究では、一般にはあまり知られ
ていないが、これまであまり学術的に詳細に検討されてこなかった乃村工藝社（日本各地で開催され
た博覧会のパビリオンなどを多く手掛けた専門的な企業）の膨大なデータベース資料に注目し、ほと
んど初めて分析した。この特殊な企業は、1892（明治 25）年創業以来、日本で開催のほとんどの地
方博、国際博を手掛けてきており、自社で収集し、寄贈を受け付け、現在、1万 5000点を超える膨
大な資料が体系的に整理保管されている。この各種資料から作成したデータベースから、まず主要博
覧会を１８６抽出し、それについて分析を行った。第Ⅰ章では研究の背景、既存研究の整理、本研究
の位置づけを明らかにした上で、研究目的及び研究方法を説明した。日本における自然災害及び太平
洋戦争による戦災からの地域・都市の復興・再生を、博覧会手法によって観光というキーワードで成
し遂げようとした事例研究を主に、公開資料（各種統計資料等含む）にもとづく事例や筆者の経験し
た事例を分析し、地域・都市の復興・再生メカニズムの解明を試みた。その結果は各章に示したよう
に観光を組み込むことで地域・都市の復興・再生ができ、現在までも持続していることが分かった。
第Ⅱ章では、日本で開催された５つの国際博覧会は旅行会社の発展や産業観光というニューツーリズ
ムの振興に寄与するなど観光産業に果たした役割を検証することができた。テーマの設定についても
新たな課題が人類に課せられることに対する解決の方法を探る機会ともなる万国博覧会開催の意義
は大きく、今後も万国博覧会の果たす役割も重要である。ここでは、筆者がかかわったサラゴサ万博
を事例として、環境保護の愛知万博のテーマが継承され、地球市民としての責務を果たすことの重要
さが認識できた。 
 【２】総分類とテキストマイニング： 第Ⅲ章では 1900年代以降現在までの主要な博覧会の目的
な内容の分析を行い、分類論をおこなった。時期的に４期に、開催コンセプトを１１分類する。そし
て 1920年代、1950年代、1980年代前半、1980年代後半、1990年代に５つのブームがあったことを
 明らかにし、特に戦前戦後には、自然災害や戦災において疲弊した都市を復興・活性化する手段とし
ての「復興博」が重要な役割を果たしていたことを示した（図１－１、図３－１）。（１）まず時期的
には、第Ⅰ期：戦前・戦中 1877～1945年（前期の第Ⅰ期ａ：1877～1929年、後期の第Ⅰ期ｂ：1930
～1945年）、第Ⅱ期：大阪万博まで 1945～1970年、第Ⅲ期：大阪万博から 20世紀末 1970～2000年、
第Ⅳ期：21世紀 2001年～の４期に大別された。（２）その上で、博覧会のコンセプトを分類してみ
たところ、つぎの１１のカテゴリーに分類されることがわかった。戦前Ⅰ期が、①産業（「勧業（殖
産興業）」→「産業振興」）、②皇室、③国防、④拓殖、戦前から戦後にかけてが⑦復興、戦後Ⅱ・Ⅲ
期が、⑤平和、⑥科学、⑧観光、⑨自治体博（市制 100周年記念博）、⑩ジャパンエキスポ、第Ⅳ期
が、⑪21世紀型（脱インフラ、アート/エコ等新テーマ）である。（３）国家の威信や新製品や技術
の公開を目的とするという意味で、戦後においては、⑥の科学博系等はすべて戦前のテーマの「国家、
勧業」の継承者といってもよい。⑤の平和も国家的課題であったといえる。国際博覧会（ＢＩＥ承認）
の登録博である「大阪万博 1970年」「愛知万博 2005年」、認定博である「沖縄海洋博 1975年」「筑波
科学博 1985年」「大阪花博 1990年」は、全て国家の威信をかけた博覧会ということになる。（４）し
かしながら、これらはいわば例外的な、特別な国際博であり、博覧会開催数を分析したところ、数的
には他のカテゴリーの博覧会が主力となっている。それらの数のピークは５つあり、５つの博覧会ブ
ームといえる。第１次ブームは 1925～1935年頃で②皇室博ブーム、第２次ブームは 1950～1960年頃
の⑦復興と⑤平和博ブームである。第３次ブームは 1980～1985年頃の神戸ポートピア博前後の地方
博ブームの端緒であり、第４次ブームは 1986～1990年頃の⑨自治体博（市制 100周年記念博）中心
のブームであり、第５次ブームは 1995～2010年頃の⑩ジャパンエキスポを中心としたブームである。
この結果、第３～５次の山を総合すれば、数的には、国際博よりも、80・90年代において⑨⑩がつ
くる地方博全盛時代が重要ということがわかる。（５）そこで、【テキストマイニングの手法】をおこ
なったところ、キーワードから博覧会には以下の３つの系等で大きな概念の変化があることがわかっ
た。Ａ．勧業（産業・科学）博系＝貿易・外国・勧業。Ｂ．復興博系＝復興・経済・観光。Ｃ．地
域再生・観光系＝観光・地域・交流。このように、日本における博覧会の構造を、４期、１１カテ
ゴリー、３系統に分類した結果（図１－１、図３－１）、概念の変遷が、Ａ．勧業（産業・科学）博
系＝＞Ｂ．復興博系＝＞Ｃ．地域再生・観光系となり、勧業から地域再生・観光への転換点に位置
する復興博が非常に重要な意味を持つことが分かった。 
 【３】復興博分析： （６）戦災や自然災害の多い日本では、この「⑦復興博」という独特の博覧
会が多数おこなわれてきた。戦前では関東大震災からの復興博「横浜 1935年」、戦後の戦災・自然災
害からの復興博「大阪 1948年」「高松 1949年」「福島 1949年」「福井 1952年」「長崎 1952年」「広島
1958年」である（第Ⅳ章）。これはまさに産業再生と同時に地域再生の意味をもつ中間的な重要な役
割を演じており、中でもそこでつくられた「観光館」は、産業製品というより地域の風土を紹介し、
地元への旅行行動を促すものでまさに「地域再生・観光」という概念の萌芽をみることができる。そ
こで本研究では、都市史的手法で、「横浜市の復興記念横浜大博覧会」「大阪市の復興大博覧会」、「高
松市の観光高松大博覧会」と「福井市の福井復興博覧会」などを検討し、観光館の意義とその後の都
市形成に貢献した「モデルシティ手法」などを明らかにする。第Ⅴ章では、関東大震災による壊滅的
な被害を被った「横浜市における復興記念横浜大博覧会」の内容を記述するとともに、交通観光館が
その後の横浜市の観光行政並びに都市イメージの向上に対する影響を考察した。この博覧会の成功が
太平洋戦争による戦災や自然災害からの復興に懸ける地方都市に起こった昭和 20年～30年代の博覧
会ブームの手本となっていることもいくつかの復興博覧会の開催趣旨などから読み取ることができ
た。予想以上の 322万 9000人という来場者にとっては貴重な体験となり、主催した横浜市にとって
観光館の人気などから観光の持つ力の必要性を認識する機会となった。第Ⅵ章では、太平洋戦争によ
る戦災で焦土となった「大阪の復興大博覧会」が従来の博覧会の考えと一線を画し、終了後は更地と
なる会場設営ではなく、終了後に外囲いを外すと「モデルシティ」が出現するという画期的な構想に
よる博覧会であったことを論述した。第Ⅶ章では、戦災での都市機能の消失のみならず、その後に起
こった大地震や風水害からの被害の追いうちに耐えながら奇蹟的な復興を遂げた「高松市で開催され
た観光高松大博覧会」と福井市で開催された福井復興博覧会を論じた。博覧会において両都市はそれ
ぞれ地場産業の振興などを奨励しつつ、特色ある産業の復活を模索した。 
 【４】地方博概念の位置づけと新時代の萌芽の発見： （７）このように、復興博が、博覧会の
「地域再生・観光」への大きな概念の転換をおこない、1980年代・1990年代の「地方博ブーム」が
到来する。1980年代には市制 100周年記念が集中したため県庁所在地などで「⑨自治体博（市制 100
 周年記念博）」が集中的に開催された。しかし、広告代理店への依存度が高くなってしまいマンネリ
化を招いたため、1990年代には国が品質保証する「⑩ジャパンエキスポ」という枠組みがつかわれ
た。ここでは、筆者が携わった世界リゾート博、南紀熊野体験博という和歌山県下で開催された２件
のジャパンエキスポを事例にその制度と地域活性化へ果たした効果を観光振興の面から考察した。第
Ⅷ章及び第Ⅸ章では、1980年代後半に起こった「地方博覧会ブーム」を検証したうえで、その反省
を踏まえて開催されるに至った「ジャパンエキスポ」について検証した。博覧会は手段であって目的
ではないが、検証した結果ではマンネリ化を招いた原因は模倣的同質化ともいうべきものであった。
開催することに意味があると博覧会が目的化したことが乱立した地方博覧会の衰退の原因であり、企
業展示の内容を吟味した結果は、地域が目指す目的を実現するための手段とはほど遠いものであった。
しかし、このジャパンエキスポの最後に、次の時代の萌芽（ハードからソフトへ）があらわれる。筆
者が携わった「世界リゾート博」「南紀熊野体験博」という和歌山県下で開催された２件のジャパン
エキスポを分析すると、観光資源を博覧会会場に集約して展示する形式から非囲い込み型の「オー
プンエリア方式」への画期的転換を発見する。いうならば世界リゾート博：集合型（資源供出型）
⇒南紀熊野体験博：分散型（地域連携型）⇒世界遺産登録：共創型（価値創造型）へという形式の
変遷が出現する。 
 【５】２１世紀型手法と経済効果分析： （８）最後に、むしろこれからの地域再生手法にとっ
て現実的な選択といえる「⑪２１世紀型博覧会手法」を、脱・インフラ型＋現代アート活用と位置づ
け考察した。 
 第Ⅹ章では、このような転換がなされたきっかけとして、1995年の阪神・淡路大震災の復興イベ
ント（一種の復興博）として開催された２つのイベント「神戸ルミナリエ」と「淡路花博 2010、2015」
が重要であることを明らかにした。いずれも、「アート」と「エコ」という２１世紀的概念を導入し
たものと位置づけられる。この２つのイベントの意義も定量的分析で明らかにできた。（９）製品で
ないアートを展示する芸術祭は増加しているが、中でも瀬戸内国際芸術祭（2010年～）、大地の芸術
祭（2000年～）が果たした役割が大きい。経済効果分析をおこない、大地の芸術祭は開催地地元に
予想以上の開催効果があることを示した。また滋賀県甲賀市信楽のアートイベントの取り組みを取り
上げ、甲賀市の観光におけるブランド価値を検証した。第Ⅺ章では、近年競って開催されているアー
トイベント経済効果などについて検証した。現代アートのみならず音楽、演劇を中心とした芸術祭も
多く開催されているが、中でも瀬戸内国際芸術祭（2010年～）、大地の芸術祭（2000年～）が観光振
興に果たす役割は大きい。「大地の芸術祭」は開催地の一部の地域が 2004年の新潟県中越地震の影響
を受けたが開催効果により復興を果たしている。本研究では、これまでやられてこなかった県内の各
市区長村への経済効果を精密評価することを行った。分析結果によれば、総効果Ｅallが大きいとこ
ろは、5％水準では「新潟市」および地元の「十日町市」自身のみ、2％水準では「長岡市」「上越市」
のみであり、地元の「十日町市」以外は、大きな都市である。このように、大きな都市（新潟市、長
岡市、上越市）への流出もあるが、意外に地元の「十日町市」自身へも大きな効果があることがわ
かった。（１０）最後に、今後の博覧会のあり方を、現代アートを活用したアート博・芸術祭の将来
像を見据えて考察し、また、それらの課題を踏まえつつ先の東日本大震災の復興に際しての博覧会の
開催の可能性について論じた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 
 本論文にはこれまで研究が少なかった博覧会と観光を結ぶ領域において以下のような新しい指摘
をおこなった。（１）これまで余り知られていなかった特殊で膨大なデータを分析した。本研究にお
ける歴史的考察には、過去の博覧会資料等が最も重要である。本研究では、一般にはあまり知られて
いないが、これまであまり学術的に詳細に検討されてこなかった乃村工藝社（日本各地で開催された
博覧会のパビリオンなどを多く手掛けた専門的な企業）の膨大な資料に注目し、1万 5000点を超え
る膨大な資料を分析した点は評価できる。（２）ここから得られた日本の主要博１８６の分類論を構
築。図１－１、図３－１のように、日本における博覧会の構造を、４期、１１カテゴリー、３系等に
分類した。（３）「テキストマイニング手法」により、勧業、復興、地域再生の３系統を抽出し、特に
勧業から地域再生に移る転換点となる復興博を評価。【テキストマイニングの手法】をおこなったと
ころ、キーワードから博覧会にはＡ．勧業（産業・科学）博系⇒Ｂ．復興博系⇒Ｃ．地域再生・観光
 系の３つの系統で大きな概念の変化があること、勧業から地域再生・観光への転換点に位置する復興
博の意義を発見。（４）３つの復興博の詳細な都市史的分析をおこなった。特に大阪の上町地域が復
興博の「モデルシティ手法」でくられたこと。（５）地方博概念の位置づけと新しい非囲い込み型の
ソフト型への萌芽の発見。1980年代・1990年代の「地方博ブーム」の当事者として（自治体博（市
制 100周年記念博）とジャパンエキスポを初めて、位置づけた。そして、筆者が携わった「世界リゾ
ート博」「南紀熊野体験博」という和歌山県下で開催された２件のジャパンエキスポで非囲い込み型
の「オープンエリア方式」への萌芽を指摘した。（６）２１世紀型博覧会手法（「神戸ルミナリエ」「淡
路花博」「瀬戸内芸術祭」「信楽祭」「大地の芸術祭」など）を脱・インフラ型＋現代アート活用と位
置づけ考察。特に、「大地の芸術祭」のミクロな「経済効果分析」をおこない４４億円を算出。大き
な都市（新潟市、長岡市、上越市）への流出もあるが、意外に地元の「十日町市」自身へも大きな効
果があることを指摘した。以上のような点でオリジナリティを有し評価できる。 
 要約すると、筆者は、現在大学教員をするだけでなく、日本における博覧会の実質的な集客面での
プロデューサーを担当し、政府の国際博のアドバイザー等を多数兼務し、業界の事情に精通する立場
にあり、観光の実務経験を活かし、これまで研究が少なかった博覧会と観光を結ぶ領域において以下
のような新しい指摘をおこなったものである。あまり知られていなかった業界の膨大なデータの分析、
日本の主要博１８６を分類論し、「テキストマイニング手法」により日本の博覧会の概念が特に勧業
から地域再生に移る転換点が復興博であることを発見し、復興博の詳しい都市史的分析をおこない、
地方博概念の位置づけと新しい非囲い込み型のソフト型への萌芽の発見、２１世紀型博覧会手法のモ
デルと、ミクロな「経済効果分析」により、農村地元にも波及効果があることを明らかにした。これ
らから、その研究の集大成と判断し、博士学位授与に適するものと判断する。 
 
 
